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あわせ，2 年間の在学期間中に 10 週間の実習が予
定されており，1 年次には附属幼稚園での「教育実
習Ⅰ」，外部の保育所・園での「保育実習Ⅰ-1」が











































後の 7 月下旬に 2 回目の調査を実施した．その後，
夏期休業を挟み，1 年次の 11 月上旬に外部の保育





















時期 ５月上旬 ５月中旬～７月中旬 ７月下旬 11 月上旬 11 月中旬


























＜ 2 回目，2 回目＞ 3 回目」という関係となった．
　また，保育者効力感を構成する項目の得点（以降，
項目得点と称する）では，項目 2，4，5，6，7，9
の 6 項目で有意な変化が認められた（項目 2：F（2，
124）＝4.93，p ＜ .05，項目 4：F（2，124）＝3.51，
　p ＜ .05， 項 目 5：F（2，124）＝6.88，p ＜ .001，
項目 6：F（2，124）＝4.49，p ＜ .05，項目 7：F（2，
124）＝8.16，p ＜ .001， 項 目 9：F（2，124）＝5.57，
p ＜ .01）．
　多重比較の結果，項目 2「子どもの能力に応じた





項目 9「1 人 1 人の子どもに適切な遊びに指導や援
助を行えると思う」の 4 項目は，いずれも 1 回目，
3 回目＜ 2 回目となった．最後に項目 4「どの年齢
の担任になっても，うまくやっていけると思う」は，






















平均 SD 平均 SD 平均 SD
保育者効力感得点 63 31.41 4.43 33.37 3.75 31.90 3.85 7.43 ＊＊＊
項目１ 63  3.02 0.75  3.27 0.72  3.10 0.76 2.76
項目２ 63  2.79 0.74  3.16 0.63  2.95 0.96 4.93 ＊＊
項目３ 63  2.95 0.73  2.97 0.80  2.81 0.67 1.43
項目４ 63  3.33 0.78  3.32 0.74  3.05 0.77 3.51 ＊
項目５ 63  3.03 0.67  3.33 0.54  3.13 0.61 6.88 ＊＊
項目６ 63  3.06 0.67  3.32 0.56  3.27 0.51 4.49 ＊
項目７ 63  3.08 0.73  3.48 0.62  3.29 0.58 8.16 ＊＊＊
項目８ 63  3.22 0.77  3.38 0.68  3.30 0.66 1.11
項目９ 63  3.21 0.72  3.51 0.64  3.43 0.64 5.57 ＊＊
項目 10 63  3.71 0.68  3.63 0.68  3.59 0.61 0.73














































































平均 SD 平均 SD 平均 SD
低認知群 26 27.38 2.32 31.35 3.16 30.15 3.54
高認知群 17 37.18 2.21 36.94 2.54 34.29 3.85
表 3　 保育者効力感得点の平均値と標準偏差 
（入学直後の保育者効力感の認知程度別）
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図 3　保育者効力感得点の変化 
（入学直後の保育者効力感の認知程度別）
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５ ．まとめ
　本研究は，保育専攻短大生の保育者効力感の発達
に関する実証研究である．保育専攻短大生（N＝
109 名）の学習過程に沿って，保育の現場を体験す
る前，実習前後の合計 3 回，保育者効力感を測定し，
以下の結果を得た．
⑴ 　保育専攻短大生の保育者効力感の変容には，実
習体験が影響しており，実習内容が関連している
可能性が強いことが考えられた．
⑵ 　保育専攻短大生の保育者効力感の変容には，入
学直後の保育者効力感の認知程度が影響してお
り，入学直後，低いレベルでの認知であった学生
は，実習体験を得るにつれて，高い値へ変化して
いく．その一方，入学直後に高いレベルの認知に
あった学生は，実習を体験するにしたがって，徐々
に低下傾向を示す過程が確認された．
　今後の課題としては，保育専攻短大生の養成課程
カリキュラムである 2 年間にわたる縦断的データの
蓄積が求められよう．また，4 年制課程を含め，養
成課程の期間の違いを視野に入れつつ，入学時点か
ら卒業までの発達過程について，個人差に留意しな
がら，検討を加えていくことにより，養成校として
の教育支援の在り方が見出せるものと考える．
　また，保育専攻短大生の保育者効力感の発達に影
響を及ぼす情報源は行為的情報，代理的情報，言語
的説得の情報，生理的歓喜の情報の 4 種類あるとさ
れる1）．実習の学習内容における情報源の在り様を
探索し，保育者効力感の発達を左右する要因を見出
すことが急務であろう．
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